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注　意

1 　問題は、〔問題 1〕から〔問題 3〕まで 3題です。全問必須解答です。

2 　解答は解答用紙に記入してください。問題に記入しても採点しません。

3 　解答時間は 1時間です。

4　問題の内容に関する質問には、一切お答えしません。

5　問題は持ち帰ってください。
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〔保健師　問題 1〕

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。

（ 1）　次の①、②は、母子保健に関する記述であるが、文中の空所Ａ～Ｄに該当する語又は数値を解 
答欄に記入せよ。

①　乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）では、生後 Ａ か月までの乳児の
いる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や Ｂ 等の把握を行う。
②　母子健康包括支援センター（子育て世代包括支援センター）は、母子保健法により市町村に 
設置することが Ｃ となり、 Ｄ 期から子育て期までの切れ目のない支援を提供
する。

（ 2）　次の①、②は、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健福祉法）に規定する入院 
に関する記述であるが、文中の空所ａ～ｅに該当する語又は数値を解答欄に記入せよ。

①　 ａ 入院とは、患者本人の同意に基づくものをいう。
②　措置入院とは、 ｂ 人以上の ｃ の診察により、入院させなければ ｄ
のおそれがある精神障害者を ｅ が入院させるものをいう。

（ 3）　次の①、②は、発達障害者支援法の規定に関する記述であるが、文中の空所ア～カに該当する 
語を解答欄に記入せよ。

①　発達障害とは、 ア 、 イ その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多 
動性障害その他これに類する ウ の障害であって、その症状が通常 エ におい 
て発現するもので、政令で定めるものをいう。
②　発達障害者支援センターは、 オ 、指定都市に設置され、発達障害者及びその家族 
に対して、相談支援、発達支援、 カ 支援、情報提供等を行う。



2保健師専門　Ｐ

〔保健師　問題 2〕

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。

（ 1）　次の①、②は、統計学における図表に関する記述であるが、文中の空所ア、イに該当する語を 
解答欄に記入せよ。

①　 ア は、 2つの変数をⅩ座標とＹ座標としてプロットしたもので、 2つの変数間の 
関係を把握しやすい。
②　 イ は、全体に占める各要素の構成割合を複数の群間で比較する場合に適する。

（ 2）　次の①～④は、保健統計に関する記述であるが、文中の空所Ａ～Ｆに該当する語又は数値を解 
答欄に記入せよ。

①　 Ａ とは、統計的検定で、差がない、あるいは関連がないという仮説をいう。
②　相関係数は 2つの変数の直線的な関係を表し、 Ｂ から Ｃ の範囲の値を取 
る。
③　正規分布の中で、平均を Ｄ 、標準偏差を Ｅ とするものを標準正規分布と 
いう。
④　ｔ検定では、 2群間の平均値の Ｆ についての検定を行う。

（ 3）　次の表のような、体重のデータの標準偏差を計算の過程を示して求めよ。

番号 体重〔㎏〕
1 61
2 59
3 40
4 67
5 53
6 65
7 55
8 55
9 80
10 65
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〔保健師　問題 3〕

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。

（ 1）　次の文は、二十一世紀における第二次国民健康づくり運動（健康日本21（第二次））に関する 
記述であるが、文中の空所ア～カに該当する語を解答欄に記入せよ。

我が国における ア の進展及び イ の変化を踏まえ、 ウ の予防、社会 
生活を営むために必要な機能の維持及び向上等により、 エ の延伸を実現する。また、 
あらゆる オ の健やかな暮らしを支える良好な社会環境を構築することにより、 
カ の縮小を実現する。

（ 2）　次の文は、特定健康診査及び特定保健指導に関する記述であるが、文中の空所Ａ～Ｅに該当する
語を解答欄に記入せよ。

Ａ に着目した特定健康診査及び特定保健指導は、高齢者の医療の確保に関する法律
（高齢者医療確保法）に基づき、 Ｂ が40～74歳の対象者に対して実施することが義務 
付けられている。特定健康診査後は、リスクに応じた Ｃ を行い、情報提供、 
Ｄ 、 Ｅ を実施する。

（ 3）　次の①、②は、健康危機管理に関する記述であるが、文中の空所ａ～ｄに該当する語を解答欄 
に記入せよ。

①　災害対策基本法では、「高齢者、障害者、 ａ その他の特に配慮を要する者」を要 
配慮者とし、また、 ｂ は避難行動要支援者名簿を作成しておかなければならないと 
規定している。
②　 ｃ とは、災害の発生直後の急性期に活動が開始できる機動性を持った、専門的な 
研修・訓練を受けた医療チームで、医師、看護師、 ｄ で構成される。


